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特集

2010年に修士課程を修了してからずっと神
戸市灘区内に住んではいたものの、15年近く
文学部に足を踏み入れていなかった卒業生が、
文窓会の一員となりました。約15年ぶりに訪
れた文学部でご縁があり、あれよあれよという
間に文窓会に入っていたことに自分自身が一番
驚いています。

学生時代「何学部？」と聞かれ「文学部」と
答えると、「じゃあ、本をたくさん読んでいる
んですね！」といったことを高確率で返される
のが嫌でした。部活動とアルバイトにかまけ
て、単位を取るためになんとか授業には出席し
ている、という状態の自分に後ろめたさを感じ
ていたからだと思います。小さいころからス
ポーツが好きでしたが、通っていた高校は大学
進学が最優先で部活動ができず、その反動も
あってか大学4年間はスポーツ最優先の4年間
となりました。

ご存知ない方が多いと思いますが、私が所属
していた神戸大学女子タッチフットボール部は
2024年に創部30年を迎え、何度も日本一になっ
ている神戸大学の体育会の中でも実績のある
チームです。「タッチフットボールって何？」
という方はぜひ検索して調べていただきたいの
ですが、一言で言うと「タックルのかわりにタッ
チをするアメリカンフットボール」といったと
ころです。新歓祭で勧誘され「面白そう！」と
ノリと勢いで入部したら、思いのほか練習が
ハードな体育会系のチームでした。授業が終わ
るとすぐにグラウンドに向かわなければいけな
いので、基本的に文学部での授業も LANSBOX
での昼食もジャージ姿だったような気がしま
す。陽に焼けて真っ黒だったし、チームカラー
の赤のジャンバーを着ていたのでとんでもなく
浮いていたと思います。

思い返せば文学部に入ったのも、言語学を専
攻したのも、「面白そう！」という直感でした。
その時その時興味を持って「やりたい」と思っ
たことを選んで今に至ったという感じです。英
語の教員になるか就職するか、どうしようかグ
ダグダしていたときに日本語教育に興味を持ち
大学院に入りなおしたのも直感だったと思いま
す。

今現在の私は、日本
語教師として日本語学
校や専門学校で日本語
を教えたり、日本語サ
ロ ン を 運 営 す る NPO
法 人 で 活 動 し て い ま
す。私が活動する日本
語サロンには、神戸界
隈に住む在留外国人や
留学生が日本語を学び
にやって来ます。日本で働いている方はもちろ
ん、その配偶者もたくさん在籍しています。子
供がいるママさんたちも多く、私も娘が3人い
るので日本語を教える先生というよりは、同じ
ママ友のような気持ちで学習者と接していま
す。

先日、台湾人の学習者からこんな話を聞きま
した。日本人のママ友に「今日カラオケ行かな
い？」と誘ったら「今日はちょっと…」と返さ
れ、「ちょっとって、行くの？行かないの？」
と詰め寄ってしまったという話でした。日本語
は曖昧でハイコンテクストな言語で理解するの
も教えるのも大変です。日本人が言う「ちょっ
と…」は「行かない」で、「行けたら行く」は「行
く可能性が低い」なんてことは授業では教えま
せん。今後も日本語の語彙や文法を教えるだけ
でなく、日本社会の中でお互いが心地よく暮ら
していけるような活動をしていきたいなと思っ
ています。

最後に、私が文窓会に入るきっかけとなった
のは、KOJSP（神戸オックスフォード日本学
プログラム）の修了式に参加したことでした。
この修了式に誘ってくれたのは、タッチフット
ボール部で同期だった経済学部卒業生の友人で
す。彼女が「神戸大学人の集い」に参加した際
に武藤会長と繋がり、そこから私にも声をかけ
てくれたのです。文学部卒業生の私は、恥ずか
しながら KOJSP というプロジェクトが文学部
で行われていることをまったく知りませんでし
た。その時その時で興味を持ったことを選んで
何の脈絡もないように進んできましたが、その
時その時に出会った人たちとは今も関係が続い
ています。その人たちとの繋がりが新たな繋が
りを生み、その繋がりを辿っていった先が今の
私の現在地だと思います。そう思うと、私が文
窓会の一員になったことも不思議ではない気が
しました。

私の現在地

修了から15年後の私
成田 千紘（言語学専修・2010年卒）



Kobe University  文窓 7

「多少の年次の遅れなど気にせずに挑戦したら
いい」。

学部時代、大人に映っていた仏文の先輩が、
そう、エールを送ってくださいました。その言葉
に背中を押され、大学院でフランス留学を決意。
ゆったりとした時間の流れるパリ生活をすっかり
気に入ってしまい、そのまま１年どころか５年に
わたって勉学と就労で居座りつづけ、言語とフラ
ンス的感性を磨きました。

今は、そのおかげもあり在日フランス大使館の
貿易投資庁―ビジネスフランスに勤めています。
パリに本部を構える貿易投資推進の使命を担う仏
公的機関ビジネスフランスの日本事務所で、館内
公用語は仏語。東京にありながら、果てしなくフ
ランス的な環境で日仏間を取りもつお仕事です。

ざっくりとした私の担当は、
1．�仏企 業の日本 進出支 援。所 属は A

ア ー ル
RT D

ド ゥ
E 

V
ヴ ィ ー ヴ ル
IVRE（フレンチライフスタイル部門）。主た

る担当はインテリアのクラフトで、EPV（無形
文化遺産企業）と呼ばれる職人技に優れたブ
ランドの市場調査やパートナー企業探しなど
日本進出支援をしています。

2．�日本人では唯一、大阪万博関連プロジェクト
担当も兼任しており、テクノロジー、ライフス
タイル、ヘルスケア、食品部門など様々なセ
クターの企業団、仏地域圏代表団の来日時の
アテンドや BtoB イベント企画・運営を行って
います。

3．�新規事業開拓担当でもあり、既存の EC プラッ
トフォームに仏ブランドを登録するプロジェク
ト立ち上げの真最中です。

寛大なお国柄のためか、現地職員といえど一人
に与えられる裁量は大きく、着任二年目にして仏
政府依頼の1000万円相当の市場調査の案件を担
当したり、万博プロジェクトチームで０から企画・
実行したり、構想実現に向けて日々奔走していま
す。

2024年パリオリンピックが記憶に新しい、なに
かと物議を醸しがちなフランス。今年の万博でも
開幕１週間前の事前視察に伺うと、案の定まだま
だ絶賛工事の様相。フランス館内のエスカレー

ターも調整中で動いて
おらず、工事現場のガ
ガガガガーいう落ち着
きのなさが館内に響き
渡る始末。１週間前だ
というのにひやひやしな
がら、開幕当日。直前
の追い込み力が凄まじ
く、なんとか間に合って
いました。臨機応変で
楽観的、準備が多少甘くても本番に強く、土壇場
でなんとかなってしまう天晴れな国！（あるいは、
少なくとも本人たちの間ではうまくいったことに
なっている…）周到に詰めて詰めてつめて準備を
する日本人としては、心を揺さぶられ振り回され
る部分も大いにありますが、フランス流にポジティ
ブに仕事に励んではヴァカンスお休みもしっかり
とって、人生を鷹揚に愉しんでいます。

１年後に自分がなにをしているのかさえ不透明
な生活も、フランス的感性にかかれば、なんとで
もなろうと思えます。30歳を迎え、自ら肩身を狭
めて自分らしさに蓋をするのをやめ、新しい環境
では新しいことを、と今年からコンテンポラリー
ダンスに挑戦しています。ダンサーがもって生ま
れた身体を生かす、その人にしかできない踊り。
鏡張りのスタジオで他人との比較の中で自らの醜
さを見つめてきた子供時代のバレエとは打って変
わって、内面をさらけ出し自己解放につながる動
きです。体の先端に神経を行き届かせ、呼吸と音
楽と溶け合って体に語らせる面白さに浸っていま
す。その時々の踊り手や空間、湿度温度といった、
その場の空気感に応じた振り付けをしてくださる
芸術性溢れる先生にも恵まれ、表現の喜びを噛み
締める日々です。
「心の赴くままに、未知との遭遇を愉しむこと」

―それこそが、フランス文学・文化を通して私が
学んだ柔軟で懐の深いフランス流の暮らし。いつ
の間にか先輩のエールからは想像もつかないよう
なところへ漕ぎ出してしまいましたが、未来に何
の定めがなくとも人生のベクトルを失わずにいら
れる、とっておきの薫陶を受けました。神戸大学
志望のきっかけとなった美術史の宮下先生、仏文
ゼミの敬愛する松田先生と中畑先生、個性豊かな
先輩、同期、後輩たち。あたたかく見守り続けて
くださる同窓生、文窓のみなさま、神戸大学文学
部でのご縁なくしては今の私はありえません。心
から感謝しております。

憎めない国、フランス流
A
アール
RT D

ドゥ
E V

ヴィーヴル
IVRE

木村 薫（フランス文学専修・2017年卒、
2021年博士課程前期課程修了）

ⓒ Megumi Chikada
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特集 私の現在地

私にとって人生のターニングポイントとなっ
たのは、1994年に神戸大学に研究生として入学
できたことでした。そこでの西光義弘先生との
出会いが、私に研究の楽しさを教えてくれまし
た。そして、研究の成果がどのように社会に応
用されるのかを体感することができました。

つまり、1994年から2005年までの11年間に
わたる神戸大学での学生生活、そして助手とし
ての仕事経験が、私の人生観を大きく変えたの
です。

私の博士論文では、比較言語学の中でも認知
意味論を用いて、語彙の意味の関連性を明らか
にすることに取り組みました。毎日、多くの語
彙を分析・分類し、その結果を先生に報告する
のが日課でした。先生から紹介された参考書は
どれも、私の思考を深めてくれる貴重なものば
かりでした。中には古書も多くありましたが、
現代の研究にも通用する内容が含まれており、
先生は古本屋で見つけた関連書籍を頻繁に買っ
てきてくださいました。その嬉しそうな先生の
表情は、今でも鮮明に覚えています。
「これはなかなか手に入らない本だよ。自分

の考えとこの本の内容が合っているか、違うな
らどこがどう違うのかを考えてみてほしい」と、
先生は私に語りかけました。

当時の私は、「考える力」が教育においてど
れほど重要かを理解していませんでした。今と
なっては、先生の偉大さを深く実感しています。
ミャンマーから日本へ行く機会があるたびに、
必ず先生と神戸大学の「瀧川会館」でお会いし、
コーヒーを飲みながら研究の話に花を咲かせま
した。2019年7月に先生は73歳で永眠され、そ
れから6年が経ちました。もうお会いできない
のだと思うと、今でも悲しみが込み上げてきま
す。

研究発表では議論が苦手だった私は、いつも
先生に「語彙をまとめて辞書を作りたい」と夢
を語っていました。卒業後は研究者の道を選ば
ず、帰国して日本語教材の作成に専念しました。
私の夢であった『ミャンマー語表記―漢字辞書』
は、その10年後に完成しました。携帯用の『ミャ

ンマー語表記―語彙辞
書』も学習者の間で大
変人気となり、ベスト
セラーになりました。

この辞書が好評を得
た理由は、名詞・動詞・
形容詞を分け、日本語
能力試験の内容に適し
た語彙を厳選して収録
した点にあります。試
験対策に適した構成でありながら、「誰のため
に何をするのか」という視点に立った研究者と
してのこだわりが詰まっていました。

ミャンマーの若者たちにも「考える力」を養っ
てほしいと日々努力していますが、現状はまだ
厳しいものがあります。その背景には、ミャン
マーの学校教育制度がありました。暗記中心の
教育のため、学生たちは自分で考える力が育ち
にくい状況にあります。「内容の理解力」や「独
創性」を育てるには、大きな壁が存在していま
す。

たとえば、日本の企業の面接対策においても、
自分の意見を述べるのではなく、あらかじめ用
意された文章を暗記して話すケースが多く見ら
れます。添削しても、実際の面接では暗記した
内容をそのまま話す傾向があり、企業からは「個
性が分からない」との指摘を受けることがよく
あります。

私にできることは、教材を通じて学習者に影
響を与えることです。たとえば、「面接対策」
の教材を作る際には、例文を並べるのではなく、
準備の手順から始め、「どのように考えて文を
作るか」「自分らしさや説得力のある文章とは
何か」に重点を置いた構成にしています。

これまでに22種類の教材を出版することが
できましたが、今後は「考える力の重要性」を
わかりやすく解説した本を、ミャンマーの学生
向けに執筆したいと考えています。

神戸大学での11年間で培った「考える力」
をミャンマーの教育にどう生かすか。それは私
一人の力では限界があり、国としての方針転換、
すなわち抜本的な改革が必要であることは言う
までもありません。

＋ヒトコト：�比較言語学。現在、神戸でミャン
マー人の人材派遣会社を経営され
ています。

人生の転機と
「考える力」の大切さ
DR. THIN AYE AYE KO

（ティン エイ エイ コ）（文化構造論専攻・2003年卒）



Kobe University  文窓 9

「文青」とは、中国語「文芸青年」の略称であり、
文芸が全般的に好きな人間を指す。1950年代には、
中国大陸と台湾で「文芸青年」という言い方がす
でに存在していた。そして、「文青」という略称
が「小資（プチブル）」の美学が中国を席巻した
2010年前後にインターネットで流行っていた。具
体的に言うと、文青たちはミラン・クンデラと村
上春樹の小説を読んで、ウディ・アレン、ウォン・
カーウァイと岩井俊二の映画を観て、美術館と古
本屋の常連である。例えば、『花束みたいな恋を
した』の主人公は文青の典型だ。

最初に、この言葉はポジティブな意味だったが、
今では皮肉や自嘲に近い。経済不況の現在では、
文芸作品に没頭し、現実離れした生活を送る文青
たちは大人らしくないと批判すべき、金儲けのた
めに仕事するのが唯一の正道だと思われる。仕事
とは、自分の時間や知恵を「輸出」し、労働市場
で金銭と交換する行為であると言える。しかし、
人間は「輸入」も必要であり、すなわち労働力の
再生産が不可欠である。飲食や睡眠は身体的な
再生産であり、文学や芸術は精神的な再生産であ
る。したがって、文芸活動もまた、人間の生活に
おいて欠かすことのできない要素だ！

私は中学生の頃からこのプチブルの風潮の影響
を受けて、今も自ら「文青」だと思う。それでは、

「文青」の端くれの私から、神戸の気に入った場
所を紹介させていただきます。

まずは映画館。中国ではほとんどシネコンであ
るが、日本では大手のシネコン以外、独立して運
営しているミニシアターや名画座も多い。この点
はとても羨ましい。神戸で、私が一番好きな映画
館は新開地のパルシネマである。新開地は、昔に
は映画館や劇場が櫛比して、「東の浅草、西の新
開地」と並列された繁栄街であった。私は朝パル
を見に行く途中で、新開地商店街のパチンコ店の
前に並ぶ列の長さにより、時間を判断できる。も
し列がまだ短ければ、映画の開演まで少し時間が
あるということだ。逆に、列が長ければ、映画館
まで走らなければならなくなる。「朝パル」のおか
げで、チャップリンの映画を数多く観た。

もう一つの有名な独立映画館は元町映画館であ
る。小規模だが、監督や俳優の舞台挨拶がよくあ
る。さらに、TOHO 系の「午前10時の映画祭」
もお勧めです。この企画は10年以上運営され、毎
年映画評論家が名作映画20本以上を選んで、午
前10時から上映される。兵庫県内では、TOHO
シネマズ西宮 OS と OS シネマズ神戸ハーバーラ
ンドの2つの映画館が参加している。一番印象に

残ったのは、友達と一
緒に『無法松の一生』

（1958年版）を鑑賞した
ことだ。

次は古本屋について
お話しましょう。神大の
皆さんは、六甲の「口笛
文庫」が馴染みだろう。
六甲道に住んでいた頃
によく訪れ、三宮駅前に
姉妹店もある。素朴な
三宮店に比べると、六甲
店は入ると「住居侵入」のような気分になる。店
内に真ん中のテーブルには、整理されていない大
量の古書が不安定に積み上げられており、来場者
は頭を傾けて背表紙のタイトルを見つめながら、
誤って何かを倒さないようにバッグを心して持ち
歩く。店主は古本の山に囲まれた薄暗い隅に座っ
て、顔をはっきりと見ることはできなかった。どう
いうわけか、私の頭の中にある彼の印象は、いつ
もヴィンテージのウールのベストを着て、ふわふ
わのパーマヘアの高橋一生のような男性である。

さて、元町へ足を運ぼう。元町には数多くの古
本屋が集まっている。中国からの先生や学生が神
戸での学会に参加するたびに、元町の古本屋に立
ち寄ることにしている。

その中で、最も有名な一軒は「1003」だろうか。
私は一時に森茉莉のエッセイに夢中になって、

「1003」から『贅沢貧乏』と『記憶の繪』の初版
本を手に入れた。実は購入後、ただ本棚に置いた
まま、二度と開くことはない。読みたいなら、安
価で持ち運びやすい文庫本を読んでいる。この本
屋の良いところは、ZINE＊を多数揃えていること
と、時々にイベントを開催することである。そして、
栄町にあるミステリー専門の古本屋「うみねこ堂
書店」もすすめたい。ここで偶然に、神戸出身の
小説家・陳舜臣の『桃花流水』を購入した。これ
をきっかけに、博士の道を歩み始めた。

最後に、私は音楽にこだわりがあまりないが、
ちょっとだけ話しましょう。日本に来て以来、私
が特に興味深いと思うのは、ストリートピアノで
ある。中国にもいくつかあるが、数が非常に少な
いし、使えない場合も多い。日本では、ストリー
トピアノの利用率が高い。

旧居留地の三井住友銀行神戸営業部前にピア
ノが一台設置されている。去年の春、そこを通り
かかったとき、偶然誰かが久石譲の曲を演奏して
いた。私が近くで聞いていると、時折桜の花びら
が目の前をゆらゆら舞い落ちていた。なんとも感
動させられた。
＊ ZINE（ジン）：自主的に発行する小冊子

＋ヒトコト：�大学院生（中国文学の濱田先生の研
究生）。陳舜臣を研究されています。

謝　格菲（シャ カクヒ）

（神戸大学大学院　人文学硏究科
文化構造専攻　中国・韓国文学研究室）

「文青」の神戸
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特集

戦後15年ぐらいのことだった。文学部の第
10期生だったわたしは、シニア過程で「哲学科・
芸術学専攻」へ進んだ。必須科目はなく、好き
な講義を選べばよかった。「西鶴・好色一代男」

「芭蕉・奥の細道」「万葉集」「近代演劇の父・
イプセン」など文学的なものを選んだ。中、高
等学校の教科書に載っている「名画」に全く心
が動かされず、ぼくには絵なんて分からない、
という根強いコンプレックスがあったので、美
術的な講義は避けた。

この専攻科の助手に成瀬さんという人がおら
れた。後に「大和文華館」に勤め同館次長にな
られたが、当時は「印象派」以降の西洋絵画を
主に研究されていた。

ある時、二人だけになる機会があったので、
わたしは長年の自分のコンプレックスを正直に
告白した。すると、成瀬さんは即座に、「そら
そうだよ。教科書であんな悪い複製画を見せら
れたら、（なんや、名画やて、こんなくだらん
もんか）と思うの、無理ないよ。あんなもの、
載せんほうがましや」

それから「これ、見たら」と、読んでいたフ
ランスの美術書をこちらに向けられた。きらき
らと輝く美しい宝石のようなものがある。見て
はいけないものを見てるようだ。モジリアーニ
の裸婦だった。（やっぱり名画といわれるもの
は、こんなにも素晴らしいのか）。心から感嘆
した。

帰路、本屋に飛び込んだ。モジリアーニの画
集を手にとった。だが、さきほどの感慨はみじ
んもなく、買うのをやめた。助手の人が言われ
たように、当時のわが国のカラー印刷のレベル
は低かったのだろう。だがこの日以降、わたし
は絵の展覧会をちょくちょく覗くようになっ
た。

25歳のとき。正月に高校時代からの友人ふ
たりと倉敷へドライブ旅行をした。鷲羽山に
上ってから、「大原美術館」に立ち寄った。そ
こで一枚のピカソの絵と出会う。「キュビズム
時代」のもので、緑の色がとても印象的なその
作品とわたしの眼の間にピーンと一本の糸が張
られて、動けなくなったーーー。
「ええなあ」。わたしは感極まって、友人たち

を振り返った。が、二
人とも照れくさそうに
視線をはずした。彼ら
には悪いが、（おれは
ピカソが解る何人かに
ひとりの人間かも知れ
んぞ）と思い、わたし
の 積 年 の 絵 画 コ ン プ
レックスは氷解した。

この年には「東京オ
リンピック」が開催され、家電メーカーはこぞっ
て「オリンピックをカラーで見よう」と連呼し
た。以後、日本のカラーテレビの技術も急速に
進歩し、わたしはＮＨＫ・民放の美術番組を丹
念に観るようになった。また展覧会場にも足し
げく通うなどして、絵画鑑賞はわたしの大きな
楽しみになり、人生を豊かにしてくれた。

わたしは木彫を生業にしている。モジリアー
ニに感動したあの日から、さまざまな美術作品
に触れてきて、自然に父の仕事であった「木彫」
にも興味をもつようになり、その跡を継ぐこと
になった。わたしが彫った額縁に、妻はモジリ
アーニの複製画を入れて玄関に飾った。例の首
が長くて瞳を入れない少女像だ。わたしは見る
たびに（やっぱりモジリアーニはええなあ）と
眺めている。

わたしはこの秋には八十代後半になる。あと
そんなに長くは生きられないだろう。だから、
わたしの絵画鑑賞はモジリアーニに始まり、モ
ジリアーニに終わる、といえそうである。

＋ヒトコト：�とある文章関係の集いで偶然お会
いして、芸術学専攻の言葉で同窓
生と知りました。戦後80年の “ 証
言 ” として寄稿をお願いした次第
です。（タナカ）

モジリアーニ
藤本 伸夫（芸術学専攻・1962年卒）

私の現在地
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1995年というと、皆
さんは何を思い浮かべ
るだろうか。神戸に縁
のある方々なら、阪神
淡路大震災を連想する
方が多いのではないか
と思う。今年1月で震
災から30年。この年は
私の生まれた年でもあ
り、これまで何度も「震
災の年の生まれ」であることを意識する機会が
あった。30年を機に大学生活を過ごした地で起
きた震災のことを考えたいと思い、少し遅れた
2月に神戸に出向いた。

訪れたのは長田区の真陽小学校。長野県松本
市の声楽家狭間壮さん (82) が震災後に交流をし
ていたと聞き、当時の校長だった丸山喜久子先
生（88）をご紹介いただいて会うことになった。

狭間さんと真陽小との交流は、震災前に狭間
さんが仲間と出版したエッセー集をきっかけに
始まった。このエッセー集は、全国から寄せら
れた思い出の1曲と曲にまつわるエピソードを
まとめたものだ。狭間さんは、ある女性が震災
直後に瓦礫の中で歌うことで救助を待つ人を勇
気づけようとしたという話を知り、避難所に
なっていた神戸市内の小中学校50校にエッセー
集を贈った。後に丸山先生がお礼の手紙を書き、
狭間さんが真陽小にコンサートに出向いたり、
信州のリンゴを贈ったりする交流が続いたとい
う。

狭間さんが訪れた際、1年生の女の子が立候
補してピアノを弾き、その児童が卒業後も狭間
さんに手紙を書いていたこと、子どもや地域の
方が狭間さんのリンゴを喜んでいたこと…。震
災で大変な経験をしたにもかかわらず、交流を
思い出す丸山先生は優しい笑顔だった。狭間さ
んも、95年11月に初めて音楽仲間と訪れた際、
3階から子どもたちが手を振って大歓迎してく
れたことが心に残っていると手紙に綴ってくれ
たという。「震災で失くしたものもつらいことも
いっぱいあるけれど、その中で残っていくもの

は、温かい人との繋がりや優しくしていただい
たことへの感謝なんじゃないかな」と丸山先生。
その言葉にすべてが込められている気がした。

現校長の丸山知格先生（58）が、当時の記録
や交流の感想を記した子どもの作文を探してく
ださった。偶然にも知格先生は長野県の出身。
後に長野県を訪れた際、体調の関係で狭間さん
には会えなかったものの、妻のゆかさんと会う
場面に同席させていただいた。狭間さんと真陽
の方々との縁が30年後、知格先生と繋がった。
知格先生は震災の記憶を若い先生や子どもたち
に伝えようと折に触れて話をしており、きっと
この交流がまた新たな出会いに結びつくのだろ
うと思っている。

今年6月には、阪神淡路大震災を機に活動を
始めた「松本市炊き出し隊みらい」を取材した。
松本市でレストランを経営する浅田修吉さん

（67）を中心とした団体で、震災以降、全国各
地の被災地に炊き出しに出向いた回数は400回
を超える。今回は能登半島地震の炊き出しでで
きた縁を契機に石川県立看護大学の講義に招か
れ、被災地での活動について学生に語る様子を
取材した。

災害を通じた生と死をテーマに学ぶ1年生が
中心の講座で、浅田さんは炊き出しの際の心構
えなどを説明した。学生の質問に答えながら、
炊き出しに行っても歓迎されるとは限らない現
実や、遺体袋が並ぶ場所の近くなど厳しい環境
の中で活動したことも語った。それでも「飲食
店をやっている者として、食で元気になっても
らえれば本望。こうして若い人たちが興味を
持って聞いてくれるのがうれしい」と伝える浅
田さんの姿には強い思いを感じた。熱心に耳を
傾ける学生たちの表情も印象的で、きっと数年
後に看護の世界で多くの人を救うであろう姿が
まぶしく映った。

私が初めて災害取材をしたのは、2019年の台
風19号だった。被災者にカメラを向けることに
は葛藤もあり、心に寄り添う報道の在り方はま
だ分からない。ただ、被災地の状況を知らせる
ことで支援に繋げたり、記録を残したりする仕
事は必要だと思っている。もちろん起こらない
ことが一番だが、これまでの災害の中で生まれ
た温かい人々の繋がりが、これから起こる災害
の被害を減らし、新たな支援の輪に繋がってほ
しい。30年を機にした取材を通じ、自分に何が
できるのか改めて考えている。

〔シリーズご寄稿・第8回〕
「残るのは温かな繋がり」
赤羽 佳奈子
信濃毎日新聞株式会社 松本本社

（国文学専修・2017年度卒）

シリーズご寄稿・第8回
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2025年のデキゴト

3月25日　2024年度　卒業・修了祝賀会
（LANS BOX 2Fホール）

2024年3月末に5年ぶりにようやく再開した卒業・
修了祝賀会。続く2024年度も、2025年3月25日無事
に開催することができました。本祝賀会は、白鳥文
学部長、武藤文窓会会長のお祝いの言葉に始まり、
卒業生・修了生各位は飲食を楽しみながら（今回も、
午前中はポートアイランドで卒業・修了式、それか
ら休む間もなく午後は文学部各専修での学位記授与
式と、空腹も一段のことだったと思います）、馴染み
どうし話に花を咲かせておりました。そして同じく
昨年度再開した抽選会。景品担当からするとネタ切
れが怖いのですが……今回も好評でした。受賞に合
わせて一言を寄せてくれた卒業生・修了生たちの声
も、とても良かったです。

と い う こ と
で、新型コロナ
でひとたび途絶
えてしまった卒
業生祝賀会でし
たが、関係各位
のご尽力のおか
げで、こうして

ふたたび軌道に乗せることができました。惜しむらく
は、卒業生・修了生全体で見ると、参加されていな
い方の数がまだまだ少なくないので、卒業生・修了
生のみなさまへの事前の周知と、各専修の先生方へ
のご協力のお願い、そして開始時間等の調整は、今
後もひきつづき工夫できればと思っております。

2024年度 卒業生を送り、

● �SNS との向き合い方。世界や日本が大きくゆらぐ中で
SNS とどのように付き合っていくのかを改めて考えさ
せられることが多かった。そうした中で文章をどのよ
うに読み解くかの力がためされた。本当にそうなのか
といったファクトチェックから、書き手のポジション
を考えた上でこの文はどう読み取るべきか等、文と向
き合う、その力を神大文学部の学びで得られた。（国
文学 / 卒論：お伽草子「和泉式部」）

●�いろいろな価値観を尊重しつつ、周囲に過度に流され
ることなく、自分自身の意見をしっかり持つことの大
切さを学びました。（心理学 / 卒論：道徳的幸運と不誠
実な行動の関連）

●�世界が大きく揺れている現在、政治家、個人、利益団
体が自分の利益で、一般の民衆を騙して、フェーク
ニュースが世の中であふれています。こんな世の中で、
自己思考を持つことはすごく重要ではないかと強く感
じます。二年間の研究を通して、資料を収集＆分析す
る能力や自分から独自な論点を生み出して、論証する
能力がすごく進歩を取りました。今後揺れ続いていく
社会では、自己思考を持ち、行動していくと思います。

（文化構造 / 卒論：日本語学から台湾語仮名の考察　―
２モーラ表記を中心―）

●�書くことの不自由さ。書かれたものの存在の力強さ。
言語の力のおそろしさ。（フランス文学 / 卒論：エリッ
ク・サティ研究）

●�自ら考え、相談し、行動することの大切さ。待ってい
ても何も起こらないし、変わらないので、自分の気持
ちや考えを意識しながら、これからも行動に移してい
けたらと思います。お世話になりました。（ドイツ文学
/ 卒論：『ブランビラ王女』における〈衣装〉と自己）

●�自分の興味です。大学での学びを通して、人の感情や
思いに対する興味が明確になりました。私はもともと
漠然と心理学について学びたいと考えていましたが人
数の関係で国文学に入ることになりました。国文学で
は自分のやりたい人間の心理などはできないと思いま
したが、自分のやりたいことを先生に伝えると様々な
ことを先生に提案していただけて最終的に和歌を通し
て自分の興味を追求することができたと感じています。

（国文学 / 卒論：『時代不同歌合』の配列に関する一考察）

●�以前理解できなかった人間の ” 悪意 ” を理解できるよう
になりました。一見非常に矛盾する表象あるいは人の
行動の裏には、その合理性が存在する。以前は自分の
組織で ” 怪しい ” ことをする人は変なやつだと思いま
すが、だんだん、なぜその人はそういうことをするの
か、を考えるようになりました。ものごとや周りので
きごとを理解できるようになった。それはすごく大事
だと思います。それも神戸大学で一番学び？きったこ
と、神戸大学に来てうれしいです。これからもひき続き”
生き方 ” を探求していきます。（社会動態 / 卒論：中国
農村部における世代間関係）

2024年度卒業生アンケート

あなたが神戸大学文学部での学びで得た『最大のもの』は何でしょう？
＊（　 ）は専修、卒論：は卒論のテーマ
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4月9日　2025年度　新入生歓迎会
（文学部ロビー）

そして、学内外の行事で目白押
しの年度末から年度初め。文窓会
としてもほとんど休む間もなく、明く
る4月9日には2025年度の新入生
歓迎会を開催いたしました。こちら
は一昨年前の再開から以前と同様
に実施できており、100余名の新
入生のほとんどと、全専修の教員、
上級生や大学院生らが参加いたし
ました（事前連絡の不首尾により、
留学生担当教員や留学生らに参加してもらえなかったのは
誠に残念でした…次回への反省点です）。

その新入生歓迎会は、武藤文窓会会長による挨拶と、
役員紹介ならびに活動紹介のあと、白鳥文学部長にバトン
タッチされ、各専修教員による自己紹介を経て、しばしお
茶とお菓子をいただきながらの歓談となりました（午後の授

業後でちょうどお腹の
空く時間帯の新入生
たち、今回もお菓子に
よく手が進んでおりまし
た）。それから各専修
のブースに分かれて、
教員や上級生、大学院生たちによる専修紹介を、新入生
たちはいくつも回って熱心に聞き入っておりました。

なお、『文窓』本号でも前号に続き、新入生歓迎会と
卒業・修了祝賀会で配布したアンケートより、新入生と卒
業生による回答の一部を紹介しています。入学直後の熱
気や卒業・修了までの成長の一端を示すものとして、ぜひ
ご一読ください。

最後に、卒業・修了祝賀会と新入生歓迎会の開催、
会場の設営等にあたっては、文学部前学生委員の梶尾
先生と現学生委員の奥村先生にご尽力いただきました。こ
こに記して感謝申し上げます。ありがとうございました。

（両日司会：梅村麦生）

2025年度 新入生を迎えました。

●�志入試の集まりの帰りにたまたま手に取った本が『藍を継ぐ
海』でした。直木賞、芥川賞などの賞を取ったかどうかは
私が本を選ぶ基準にはなっておりませんので、本当に私の直
観で選んだ本です。講演者を知ったときは本当に驚きました。
講演は、文学者としてというより、人生の先輩として私たちに
語りかけるもので、効率や近道をまず考えてしまう私にはとて
も刺さるものでした。

●�入学式の記念講演は伊与原さんのお話がきけて人生には
色々な方法があるのだなと思いました。特に定時制高校の
人達が科学のコンテストに出て活躍されている話を聞いて
様々な生活背景を背負った人が自分の強みを生かして開発
やプレゼンを行っていることに強く感動しました。自分も一つ
の道にこだわりすぎることなくそこから新たな道にすすむことも
恐れないでいきたいと思いました。

●�異色の経歴を持つ方の人生を知ることができたのは面白かっ
たです。神戸大学を卒業した方が自ら将来を選択し、実際
に活躍していることを感じられて嬉しく思いました。まだ自分
の人生が決まったわけではない、いろいろなことに挑戦して
いけばよい、と思えるようになり、大学生活への希望になりま
した。

●�「一番の近道は遠回りだった。遠回りこそが俺の最短の道
だった。」ジャイロツェペリの名言を中心に展開された先日の
講演は、私に深い感銘を与えた。自分自身ジョジョという作
品が好きで、勿論この名言も知ってはいたが、その深い意
味までは考えてこなかった。しかし今回、その発言の真意、
さらには大学における「学びの遠回り」の必要性について
も学ぶことができ、これから大学での学びを始める私にとって、
とてもいい機会となった。

●�文学部という広いジャンルをカバーする学部に所属したから
には、まだ知らない領域のことについて学びたい。美術史や
哲学など、高校で深掘ることのなかったことに熱を注ぎたい。
海外にも行って、見たことのないものを見たい。

●�大学生になって今までどうしても受験がのしかかってきていた
学習が自分の興味のあることについてつき詰めて学べるとい
うことに大きな期待を抱いており、一回生のうちは様々な学
問に触れ合うことで自らの可能性を狭めることなく挑戦してい
きたいと考えています。入学前は心理学をやりたかったので
そこに焦点をあてながら幅広く取組みたいです。学習以外
にもサークルやバイトも参加して沢山の人と触れ合って価値観
を深めていきたいと思います。

●�国文学を学ぶ中で、昔の人の見ていた世界を知りたいです。
それを社会に役立てようという考えはまだありませんが、その

知識が思いもよならいところで何かの役に立てばいいなと思
います。

●�私だけのときめきを追及したいです。昔から、辛いときはひた
すらにその先だけをにぎりしめて生きてきました。大学ではもっ
とその先に近づきたい、それだけのために命をついやして私
のなかに入れて、自信を持って自分のために生きられるように
なりたいと思います。

●�主には卒業するため、教職の免許を取るために大学に通お
うと考えていました。しかし、新歓祭で「救援隊」のことを
知り、ボランティアをすることができるとわかり、とても心ひかれ
ました。人に何かを伝えるとき、説得力を持つ１つの要因は
言葉の裏にある多くの経験だと考えています。ボランティアを
通して、人生の喜び、傷などを様 な々人とわかちあいたいで
す。

2025年度新入生アンケート

入学式記念講演～直木賞受賞作家・伊与原新（理学部卒）の感想

大学生として何を学び､何をやってみたいと考えている？
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発表報告

2024年8月2日 ( 金 )、神戸オックスフォード
日本学プログラム12期生の修了発表会、修了
式、修了パーティーが行われました。発表会で
は、8名の修了生たちが日本のさまざまな側面
に焦点を当ててリサーチし、思考を重ねた研究
成果の発表がありました。

修了生8名による、次の発表の題目だけを見
ても、幅広い日本学と言えるのではないでしょ
うか。

１．「二十世紀日本におけるユダヤ人陰謀説：
その政治的影響」２．「どうやって母親の生活
水準を改善するのか」３．「暴力団組織と日本
社会における役割」４．「日本における報道の
自由と名誉棄損：旧統一教会に関する事例研
究」５．「封建主義から資本主義への移行：英
国と日本の比較分析」６．「90年代以降日本不
動産市場の回復と今後の展望」７．「1970年の
日本万国博覧会：日本の国家的アイデンティ
ティの反映と再定義」８．「日本の防衛の将来
はどうなるか」

一般聴衆としては、「暴力団組織と日本社会
における役割」というテーマはかなり特異な発
表に思えました。暴力団組織が少し肯定的に捉

え ら れ て い る の だ
な…と彼女、彼たち
か ら 見 た 視 点 で の
興 味 深 い ス ピ ー チ
を 聴 く こ と が で き
ました。

また、KOJSP 生た
ちの大学の外での様々な活動も知りました。島
津製作所とのプロジェクトでは、工場見学、食
堂での昼食、文化財修復、経営哲学の学習等を
体験したそうです。他にもホームステイ先に滞
在したり、山本能楽堂主催のイベントに参加し
て英語広報誌作成に携わったりと、多くの経験
をしたということです。

 
発表会後は、修了式、修了

パーティーが開催されました。
パーティーの前には、神戸

大学応援団から修了生への
エールを送るパフォーマンス
があり、瀧川記念学術交流会
館は KOJSP 一色の暑い！熱
い！夏の一日でした。

（報告　中川　伸子）

神戸オックスフォード日本学プログラム
KOJSP 第12期生修了発表会報告

関係者の皆様、お疲れ様でした。今年8月には13期生が修了式を終え、来たる10月には新たな
KOJSP14期生をキャンパスに迎えます。どんな体験や出会い､ 感動があるか、楽しみですね。
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文窓会（文学部同窓会）――会計報告――

令和６年度収支計算書（令和6年4月1日～令和7年3月31日）
令和６年度 令和５年度（参考）

【収入の部】
収入合計 ¥5,111,975 ¥1,419,938

会費納入金 4,400,000 520,000
協力金 669,000 831,000
雑収入 42,975 68,938

【支出の部】
支出合計 ¥3,698,993 ¥3,861,117
事業活動費 ¥2,709,212 ¥2,805,258

会報費 1,400,418 1,504,933
歓送迎会費 509,014 648,858
文窓賞費 368,365 221,860
ホームページ管理費 8,250 8,250
総会費 307,165 305,357
活動援助費 50,000 50,000
名簿管理費 66,000 66,000

協力金費 ¥110,000 ¥130,000
学術助成費 110,000 130,000

事務局費 ¥607,302 ¥605,619
事務業務委託報酬 322,800 325,200
家賃・水道光熱費 113,463 114,406
通信費 62,115 54,158
旅費交通費 76,770 82,130
消耗品費 32,154 29,725

支払手数料（振込・振替料金） ¥27,791 ¥33,100
会議費 ¥107,000 ¥103,000
渉外費 ¥137,688 ¥167,640
慶弔費 ¥0 ¥16,500

差引収支 ¥1,412,982 （-）￥2,441,179

前年度繰越金 ¥18,310,995 ¥20,752,174
差引収支 ¥1,412,982 （-）￥2,441,179
次年度繰越金 ¥19,723,977 ¥18,310,995

令和６年度財産目録（令和7年3月31日現在）

Ⅰ . 資産の部 ¥19,723,977 
 現  金 44,854

（ゆうちょ銀行）普通貯金 1,045,475
（みなと銀行）普通預金 9,525
（ゆうちょ銀行）振替口座 2,035,807
（ゆうちょ銀行）定額貯金 6,003,826
（みなと銀行）定期預金 1,007,210
（みなと銀行）定期預金 1,510,308
（みなと銀行）定期預金 8,066,972

Ⅱ . 負債の部 ¥0 
Ⅲ . 正味財産合計 ¥19,723,977 

（注）�令和５年度までは、新入学生の会費納入金は徴収月である３月に計上していました
が、令和６年４月入学生から徴収方法の変更により４月以降の計上となります。

事業年度に係る決算報告書を監査した結果、
適正であることを認めます。
	 令和7年6月11日

会計監査　　　三　宅　征　彦　　印

会計監査　　　中　畑　寛　之　　印

文窓会東京支部だより
１　文窓会東京の総会：
今年の開催は取りやめとし、来年の開催を予定しています。

２　木曜会：
　開催日時	 7月10日（木）15時から17時
演　　題：「平安朝の文学」
講演骨子：�「平安朝の文学、源氏物語を中心として、源氏物語に代表される女性文学者の登場、日々の生活の情景、宮廷を

中心とした男女関係など」
講　　師：津島昭宏先生
講師略歴：國學院大學栃木短期大学教授
場　　所：�神戸大学六甲クラブ（有楽町電気ビル南館地下1階）Tel: 03-3211-2916	

（神戸大学六甲クラブの場所は、日比谷帝劇ビルの建て替えにより、従来の日比谷帝国劇場ビル地下から、上記
の有楽町電気ビルに移りました。）

文窓会役員（2025年9月末現在）
　会長	 武藤美也子	 1968年卒・国文学
　副会長　	 吉田　浩次	 1968年卒・社会学
　副会長　	 西川　京子	 1969年卒・西洋史学
　幹事長　	 廣野　幸夫	 1968年卒・社会学
　常任幹事	 日高　健一	 1961年卒・芸術学
　常任幹事	 田中　睦子	 1971年卒・芸術学
　常任幹事	 市澤　　哲	 1983年卒・国史学
　常任幹事	 中川　伸子	 1992年卒・哲学
　常任幹事	 成田　千紘	 2007年卒・言語学
　常任幹事	 梅村　麦生	 2009年卒・社会学
　常任幹事	 津田　　薫	 2010年卒・フランス文学
　会計監査	 三宅　征彦　	 1966年卒・社会学
　会計監査	 中畑　寛之	 2001年修・フランス文学
　東京支部長	 田中　　勉	 1972年卒・国文学
　東京支部 顧問	 中野　　裕	 1961年卒・英米文学

表紙の「懐かしい通学路」の写真は、文窓会事務局の山本陽子さんが撮影、
裏表紙の「ある日のホームカミングデイ」風景写真は、常任幹事の津田 薫さんが撮影されたものです。



文学部ホームカミングデイ2025

13:00～13:30 受付　文学部A棟1階エントランスホール
会場：文学部B棟132教室

13:30～13:40 開会挨拶、文学部長挨拶

13:40～14:30 卒業生による講演
〔講演①〕「古代の文書行政を支えた人―
地域社会の人的構成―」

（島根県立古代出雲歴史博物館学芸員　
田中 昇一 氏 
2024年博士課程後期課程修了）

14:30～15:20 〔講演②〕「入国審査官の仕事 ―多様な現
場と役割―」

（名古屋出入国在留管理局職員 
佐藤 瑞恵 氏 
2017年博士課程前期課程修了）

休憩
15:30～16:00 第19回文窓賞授賞式及び受賞者スピーチ

16:00～16:20 文窓会総会

16:30～18:00 懇親会　瀧川記念学術交流会館
誘い合って1人でも多くの方に
ご参加いただきやすくしました

＜併設企画＞
12:50 ～16:00

文学部Ａ棟１階エントランスホール
展示：教育研究プロジェクトの活動記録など

■お問い合わせ先
　人文学研究科総務係

〒657-8501 神戸市灘区六甲台町1-1
Tel: 078-803-5591

午後から！
誘い合わせて！

＊第19回文窓賞（学生レポートコンテスト）入賞者の作品は、ホー
ムページ ｢文窓｣ でお読みいただけます。

2025年10月25日（土）

神戸大学
ホームカミングデイ

神戸大学
ホームカミングデイ2025

10：20 〜記念式典
於：出光佐三記念六甲台講堂（登録有形文化財）

YouTube にてライブ配信

第19回 25 土
10/

※詳しくは下記のホームページをご覧ください。

検索第19回神戸大学ホームカミングデイ

お帰りなさい、六甲台へ！お帰りなさい、六甲台へ！
懇親会はゴージャスな夕映えに包まれて懇親会はゴージャスな夕映えに包まれて

文窓会（文学部同窓会）ホームページ
https://www.bunsokai.com

参加費
無料!


